
Nishigo Public Relations 4 月

平
成
26
年
4
月
1
日
号

Nishigo
～さわやか高原公園都市～

Vol.520

広報



広報にしごう No.520 　23　Ｈ２６．　４．　１

Spring
03　
い
よ
い
よ
春
が
や
っ
て
く
る
！

04　
体
育
・
文
化
活
動
の
功
績
を
た
た
え
て　

　
　
　
　
体
育
協
会
表
彰
／
小
中
学
校
体
育
文
化
成
績
優
秀
者
表
彰
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優
秀
教
職
員
受
賞
／
県
民
の
警
察
官
受
賞

10　
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冬
山
遭
難
救
助
訓
練
／
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
／
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

　
　
　
　
　

    

知
事
賀
寿
贈
呈
式
／
村
長
選
挙
・
村
議
会
補
欠
選
挙
結
果

12　

PhotoNew
s　

保
育
園
児
ラ
ー
メ
ン
招
待
／
卒
業
生
に
感
謝
す
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
な
祭
り
会
／
単
位
制
総
合
大
学
卒
業
証
書
授
与
式

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
園
・
幼
稚
園
お
別
れ
会
／
二
分
の
一
成
人
式

14　
放
射
能
対
策　
25
年
度
放
射
性
物
質
検
査
結
果

16　
医
療
費
窓
口
負
担
の
変
更
に
つ
い
て

17　
狂
犬
病
予
防
接
種
・
畜
犬
登
録

18　
お
知
ら
せ

22　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
ま
す　

23　
わ
が
村
の
社
長
さ
ん
に
聞
く
・
図
書
館
だ
よ
り

24　
４
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

皆さんからの写真を募集します！　～にしごう投稿写真ひろば～
村内の素敵な風景・動物や建物、イベントでの一コマ、珍百景など様々な写真を、
テーマを決めて募集します。
詳しくは、http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/kohonishigo/photographer.html をご覧ください。
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  「旅立ちの卒業式」
【撮影日】3 月 13 日
【撮影地】川谷中学校

いよいよ　　がやってくる！
今年は雪が例年より多いですが、雪解けとともに春の桜を待ちわびています。
西郷村の春をつげる「西郷さくら祭り」と「観桜健康ウォーキング」を紹介します。

　
　

に
春
が
来
た
こ
と
を
告
げ

　
　

る
「
西
郷
さ
く
ら
祭
り
」

と「
観
桜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雪
が
多
か
っ
た
今
年
の
冬
で

す
が
、
桜
の
つ
ぼ
み
は
き
っ
と

成
長
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
日
本
気
象
協
会
の
調
べ
に

よ
る
と
、
今
年
の
東
北
地
方
の

桜
の
開
花
は
、
平
年
と
ほ
ぼ
同

じ
か
３
～
４
日
遅
い
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
の
第
３
土
曜
日
に
開
催

さ
れ
る
過
去
の
桜
ま
つ
り
の
記

録
を
見
る
と
、
桜
が
満
開
の
と

き
も
あ
れ
ば
、
大
雪
で
中
止
の

と
き
も
あ
り
、お
祭
り
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
本
当
に
天
気
と
気
候

だ
の
み
の
一
面
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
晴
れ
る
の
か
？
桜
は

満
開
な
の
か
？
ま
だ
ま
だ
雪
の

残
る
こ
の
時
期
に
予
想
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
４
月

上
旬
く
ら
い
に
は
桜
の
開
花
予

想
も
確
実
に
な
り
、
い
よ
い
よ

桜
や
水
芭
蕉
、
透
き
通
っ
た
雪

解
け
水
の
美
し
い
風
景
が
村
一

面
に
広
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

今
年
の
春
を
村
の
行
事
と
と
も

に
満
喫
し
ま
せ
ん
か
？

村

春

西郷さくら祭り
●日　時　4 月 19 日（土）　10 時～ 14 時
●場　所　福島県総合社会福祉施設　太陽の国
●内　容　各種団体による出し物や模擬店、
　　　　　フリーマーケット
■問合せ　西郷さくら祭り実行委員会事務局
　　　　　（福島県社会福祉事業団）　☎ 0248-25-3020

第 10 回 源流の郷 観桜健康ウォーキング
●日時：4 月 19 日 ( 土 )　
　　　　  （少雨決行）
●集合場所：太陽の国厚生センター前
●コース：〇太陽の国周辺の３コース
　　　　　　① 7.5km　
　　　　　　② 3.5km　
　　　　　　③ 2.1km
　　　　　注：①～③コースは当日参加も可能ですが、完歩証にお名前
　　　　　　　が入りません。
●持ち物：水筒、雨具、帽子、健康保険証（写し）
●参加資格：健康な状態で参加できる方。但し、幼児は保護者の、障が
　　　　　　い者は介助者の同伴が必要です。
●参加料：無料
●申込方法：4 月 1 日～ 4 月 15 日の間に生涯学習課までお申込みください。
■お申込み・お問合せ先：生涯学習課
　　　　　　☎ 0248-25-2371   FAX 0248-25-2756

受　　付　8 時 30 分～ 8 時 50 分
開  会  式　9 時 00 分　スタート　9 時 30 分

今月の表紙

▲写真募集 QR
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北
野　
亮
介
（
西
一
中
１
年
）

　
第
12
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
５
位

　

第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
３
位

鈴
木　
颯
人
（
西
二
中
２
年
）

　
第
66
回
福
島
県
総
合
体
育
大

　

会
「
少
林
寺
拳
法
」
県
大
会

　

中
学
生
男
子
級
拳
士
の
部
第

　

２
位

金
子　
真
萌
（
白
二
小
６
年
）

　
第
29
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

　

技
交
流
大
会
県
予
選
会

　

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
２
位

大
原　
和
也（
白
河
旭
高
１
年
）

　
平
成
25
年
度
福
島
県
高
等
学

　

校
新
人
体
育
大
会
剣
道
競
技

　

男
子
団
体
戦
第
３
位

中
村　
和
樹（
学
法
石
川
高
１
年
）

　

平
成
25
年
度
新
人
体
育
大
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
戦

　

県
準
優
勝

長
田　
基
樹（
学
法
石
川
高
３
年
）

　

福
島
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走

　

大
会
優
勝

安
部　
友
稀（
学
法
石
川
高
２
年
）

　

平
成
25
年
度
福
島
県
高
等
学

　

校
新
人
体
育
大
会
サ
ッ
カ
ー

　

競
技
第
３
位

【
優
秀
選
手
賞
】

大
越　
冴
珠
（
熊
倉
小
３
年
・
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
第
24
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

　

ニ
ス
選
手
権
大
会
第
２
部
第

　

３
位

菊
地　
海
斗
（
熊
倉
小
６
年
）

　
第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
男
子
80
ｍ
ハ
ー

　

ド
ル
優
勝(

大
会
新
記
録
）

小
林　
亮
太（
熊
倉
小
５
年
・
西
郷
柔
道
会
）

　
第
10
回
全
国
小
学
生
学
年
別

　

柔
道
大
会
予
選
会
第
３
位

深
見　
美
結（
小
田
倉
小
６
年
）

　

第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
８
０
０
ｍ
第
２

　

位　

記
録
２
分
34
秒
（
新
記

　

録
）

近
藤　
陽
菜（
小
田
倉
小
４
年
）

　

第
20
回
福
島
県
小
学
生
学
年

　

別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
４
年

　

以
下
女
子
の
部
第
２
位

　

第
24
回
県
小
学
生
選
手
権
大

　

会
第
２
部
第
３
位

相
山　
幸
希
奈
（
米
小
３
年
）

　

第
９
回
茨
城
近
県
小
学
生
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
低
学
年
優

　

勝
小
松　
芹
奈
（
西
一
中
２
年
）

　

第
８
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ

　

ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
Ｕ
14

　

ダ
ブ
ル
ス
第
３
位

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
長
と
し

て
、
本
村
の
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
貢
献
し
た
た
め
。

斎
藤　
久
之
（
西
郷
山
岳
会
）

　
村
民
登
山
大
会
の
隊
長
を
２

年
連
続
歴
任
し
、
生
涯
学
習
活

動
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
座
や

安
全
登
山
等
の
講
師
を
務
め
、

そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
豊
富

な
知
識
と
経
験
か
ら
く
る
指
導

力
を
発
揮
し
、
体
育
・
育
成
貢

献
度
が
非
常
に
大
き
い
た
め
。

【
特
別
賞
】

北
野　
敦
貴
（
熊
倉
小
５
年
・
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
30
回
全
日
本
小
学
生
選
手

　

権
団
体
戦
第
３
位
（
福
島
県

　

選
抜
）

角
田　
夏
歩（
小
田
倉
小
６
年
）

　

第
23
回
東
北
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
１
位

　

第
18
回
ル
ー
セ
ン
ト
杯
全
国

　

選
抜
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

大
会
女
子
個
人
ハ
イ
第
３
位

宗
像　
海
花（
小
田
倉
小
６
年
）

　

第
23
回
東
北
小
学
生
学
年
別

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
１
位

　

第
18
回
ル
ー
セ
ン
ト
杯
全
国

　

選
抜
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

大
会
女
子
個
人
ハ
イ
第
３
位

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】

髙
橋　
利
則（
西
郷
村
野
球
連
盟
）

　

長
年
に
わ
た
り
野
球
連
盟
の

発
展
及
び
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
た
め
。　

【
優
秀
指
導
者
賞
】　　
　
　
　

小
針　
義
男（
西
郷
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　
米
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
コ
ー
チ
と
し
て
13
年
間

に
わ
た
り
育
成
指
導
に
携
わ

り
、
審
判
員
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
た
め
。

中
村　
武
生（
西
郷
村
野
球
連
盟
）

　
長
年
に
わ
た
り
チ
ー
ム
内
の

若
手
育
成
に
努
め
、
近
年
で
は

副
会
長
と
し
て
当
連
盟
の
選
手

育
成
に
尽
力
し
た
た
め
。（
活

動
年
数
31
年
）

君
島　
人
志
（
西
郷
柔
道
会
）

　

平
成
12
年
度
か
ら
西
郷
柔
道

会
の
コ
ー
チ
と
し
て
小
中
学
生

を
対
象
に
指
導
し
、
平
成
13
年

度
か
ら
現
在
ま
で
西
郷
柔
道
ス

久
我　
知
輝
（
米
小
６
年
・
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　
第
12
回
県
市
町
村
対
抗
小
学

　

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
1
部

　

第
２
位

　

第
30
回
全
日
本
小
学
生
選
手

　

権
団
体
戦
第
３
位
（
福
島
県

　

選
抜
）

根
本　
大
地
（
西
一
中
１
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
３
位　

檜
山　
遥
斗
（
西
一
中
１
年
）

　
第
12
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
第
３
位

田
邉　
雅
人
（
西
二
中
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
２

　

位
佐
藤　
勇
乃
介（
西
二
中
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
個
人
第
２

　

位
大
貫　
彩
（
西
二
中
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
個
人
第
１

　

位
久
我　
奈
々
子（
西
二
中
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
個
人
第
１

　

位

檜
山　
沙
也
加（
学
法
石
川
高
１
年
）

　

平
成
25
年
度
福
島
県
高
等
学

　

校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
競
技
優
勝

鈴
木　
采
美（
学
法
石
川
高
１
年
）

　

平
成
25
年
度
福
島
県
高
等
学

　

校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

　

ー
ル
競
技
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

藤
田
陽
香
・
鈴
木
ひ
か
り
・

　

酒
井
柚
奈
・
窪
彩
花
・
小
椋

　

玲
奈
・
熊
田
怜
奈
・
熊
田
春

　

菜
・
荒
井
優
衣
・
大
高
妃
葉
・

　

本
田
絢
望
・
北
住
結
衣　

西
郷
第
一
中
学
校

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
２
位

　

佐
藤
嘉
樹
・
鈴
木
海
飛
・
渡

　

辺
俊
樹
・
安
部
湧
大
・
鈴
木

　

竜
弥
・
根
本
拓
哉
・
根
本
大

　

地
・
檜
山
遥
斗
・
北
野
亮
介

西
郷
第
一
中
学
校

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
３
位

　

遠
藤
あ
い
み
・
植
田
詩
織
・

　

小
松
芹
奈
・
植
田
朱
莉
・
石

　

田
恵
美
莉
・
石
井
杏
奈
・
坂

　

本
千
乃
・
向
田
侑
里
香

西
郷
第
一
中
学
校
卓
球
部
女
子

　

第
23
回
福
島
県
中
学
校
選
抜

　

卓
球
大
会
第
３
位

　

鈴
木
未
留
・
長
谷
川
千
紘
・

　

笠
原
優
花
・
金
山
美
結
・
橋

　

本
茜
音
・
菅
野
彩
香
・
椎
名

　

友
里
花
・
真
船
絵
里

　

結
・
細
谷
優
芽
・
村
山
永
玖
・

　

鈴
木
花
菜
・
高
野
美
都
・
高

　

木
美
空
・
内
山
優
佳
・
深
見

　

美
結
・
矢
島
晶
・
円
谷
愛
加
・

　

小
野
寺
晴
・
鈴
木
汐
音
・
菅

　

野
美
桜

小
田
倉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

　

第
66
回
福
島
県
総
合
体
育
大

　

会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
ス
ポ

　

ー
ツ
少
年
団
体
育
大
会(

小

　

学
生
の
部
）
県
南
大
会
優
勝

　

白
獅
子
旗
争
奪
第
36
回
福
島

　

県
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

県
南
大
会
優
勝

　

矢
ヶ
崎
理
人
・
大
髙
佑
心
・

　

高
根
沢
開
登
・
河
野
圭
佑
・

　

矢
内
亜
友
翔
・
石
川
悠
斗
・

　

国
井
歩
夢
・
迎
茉
耶
・
松
本

　

優
輝
・
谷
澤
俊
祐
・
伊
東
真

　

潤
・
早
津
崇
・
國
井
飛
河
・

　

大
髙
秀
友
・
山
下
優
斗
・
大

　

石
漢
・
酒
井
綾
汰
・
斎
藤
篤

　

志
・
鈴
木
愛
斗
・
大
森
雄
斗

米
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
11
回
西
白
河
郡
ジ
ュ
ニ
ア

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓

大
会
女
子
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

　

酒
井
聖
奈
・
鈴
木
さ
く
ら
・

熊
田　
流
星
（
田
村
高
２
年
）

　
東
北
高
等
学
校
柔
道
大
会
団

　

体
（
次
鋒
）
優
勝

　

福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　

個
人
90
㎏
級
第
２
位　

　

東
北
大
会
第
５
位

　

全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権

　

大
会
福
島
大
会
団
体
優
勝

小
笠
原　
一
成（
西
郷
村
野
球
連
盟
）

　

市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

に
お
い
て
毎
年
著
し
い
活
躍
と

成
績
を
残
し
勝
利
に
貢
献
し
て

い
る
。ま
た
、本
連
盟
加
盟
チ
ー

ム
内
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

た
め
。

【
優
秀
団
体
賞
】

熊
倉
小
学
校

　
男
子
陸
上
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　
第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

　

リ
レ
ー
優
勝(

大
会
新
記
録
）

　

近
藤
大
祐
・
秋
山
優
希
・
奥

　

山
悠
希
・
菊
地
海
斗
・
小
沼

　

蒼
生

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
23
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ

　

ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

　

ト
ボ
ー
ル
交
歓
会
準
優
勝

　

佐
藤
茜
・
樽
川
未
夢
・
矢
島

体育・文化表彰

体育・文化活動の功績をたたえて
平成 25 年度において、スポーツ・文化活動で優秀な成績を収めた方々の功績をたたえ、
「体育協会表彰」並びに「小中学校体育文化成績優秀者表彰」の受賞者が発表されました。
なお、2月 15 日、16 日の大雪の影響により各表彰式は中止となり各所属団体からの伝
達表彰となりました。

体育協会表彰（敬称略）

◀
全
国
大
会
（
三
重
県
）
に
出
場
す

　
る
学
法
石
川
高
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
部
の
（
中
央
制
服
姿
の
左
か　

　
ら
）
大
竹
優
里
奈
さ
ん
（
前
年
度

　
表
彰
者
）、
檜
山
沙
也
加
さ
ん
、　

　
鈴
木
采
美
さ
ん
に
大
倉
副
村
長　

　
（
右
か
ら
２
人
目
）
か
ら
激
励
金

　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
2
月
25
日
）
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田
邉
雅
人
・
佐
藤
勇
乃
介
・

　

渡
辺
奎
吾
・
菅
野
雅
也
・
林

　

民
生
・
西
村
将
太
・
中
村
勇

　

樹
・
藤
田
潤
・
真
崎
開

西
郷
第
二
中
学
校
女
子

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
女
子
団
体
第
１
位

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
第
１

　

位

　

氏
家
日
菜
・
大
貫
彩
・
武
田

　

理
夏
子
・
原
田
伽
香
・
根
本

　

理
絵
子
・
久
我
奈
々
子
・
小

　

林
美
那
子
・
角
田
茉
鈴

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

第
12
回
市
町
村
対
抗
小
学
生

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
１
部
準

　

優
勝

　

第
36
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
ク
ラ
ブ
対

　

抗
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

　

会
１
部
優
勝

　

角
田
夏
歩
・
宗
像
海
花
・
久

　

我
知
輝
・
北
野
敦
貴
・
植
田

　

望
雅
・
冨
塚
音
羽

西
郷
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
女
子

　
第
33
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東

　

北
ブ
ロ
ッ
ク
柔
道
会
交
流
大

　

会
予
選
会
女
子
団
体
第
３
位

　

斎
藤
来
夢
・
敦
賀
弥
月
・
佐

　

藤
優
衣

日
本
工
機
株
式
会
社
野
球
部

　
平
成
25
年
度
国
民
体
育
大
会

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
兼
第
40

　

回
東
北
総
合
体
育
大
会
第
３

　

位

　

国
体
出
場
決
定
し
た
た
め

　

森
健
一
・
八
木
沼
祐
司
・
高

　

橋
勇
・
吾
妻
勇
太
・
鈴
木
崇

　

裕
・
古
川
哲
也
・
藤
澤
貴
大
・

　

鈴
木
裕
也
・
富
永
祐
太
・
鈴

　

木
雅
士
・
邊
見
貴
寛
・
菊
地

　

大
輝
・
柏
村
雄
二
・
鈴
木　

　

均
・
斉
藤
勇
規
・
高
橋
直
樹
・

　

遠
藤
美
彩
・
田
子
弘
樹

　
　
【
文
化
関
係
】

　
　
【
熊
倉
小
学
校
】　

　
　
深
谷　
茉
那
（
３
年
）

　
　
　

第
58
回
福
島
県
た
な
ば

           

た
展
「
た
な
ば
た
賞
」

　
　
伊
藤　
吏
玖
（
４
年
）　

　
　
　

第
58
回
福
島
県
た
な
ば

　
　
　

た
展
「
た
な
ば
た
賞
」

　
　
【
西
郷
第
二
中
学
校
】

　
　
髙
須
賀　
ア
マ
ラ（
２
年
）

　
　
　
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ

　
　
　

め
展
毛
筆
の
部
「
書
き

　

ぞ
め
準
大
賞
」

安
部　
光
留
（
３
年
）

　
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

　

毛
筆
の
部
「
書
き
ぞ
め
準
大

　

賞
」

竹
内　
ま
り
（
３
年
）

　
福
島
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル　
「
福
島
県
知

　

事
賞
」

尾
股　
雄
樹
（
３
年
）

　

第
57
回
全
国
学
芸
サ
イ
エ
ン

　

ス
コ
ン
ク
ー
ル
共
同
通
信
社

　

社
長
賞
「
金
賞
」

【
川
谷
中
学
校
】

鈴
木　
雄
大
（
１
年
）

　

平
成
25
年
度
十
七
字
の
ふ
れ

　

あ
い
事
業
最
優
秀
賞

【
体
育
関
係
】

【
熊
倉
小
学
校
】　

菊
地　
海
斗
（
６
年
）

　

第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
男
子
80
ｍ
ハ
ー

　

ド
ル
大
会
新
記
録

金
山　
結
莉
（
６
年
）

　

第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
女
子
走
り
幅
跳

　

び
大
会
新
記
録

男
子
陸
上
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　
第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校
陸

　

上
競
技
会
男
子
4
×
１
０
０
ｍ

　

走
第
４
位
（
大
会
新
記
録
）

　

近
藤
大
祐
・ 

秋
山
優
希
・
奥

　

山
悠
希
・
菊
地
海
斗
・
小
沼

　

蒼
生
（
以
上
６
年
）

【
小
田
倉
小
学
校
】

深
見　
美
結
（
６
年
）

　

第
37
回
西
白
河
地
区
小
学
校

　

陸
上
競
技
会
女
子
８
０
０
ｍ

　

走
大
会
新
記
録

【
西
郷
第
一
中
学
校
】

根
本　
大
地
（
２
年
）

　

第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
３
位

北
野　
亮
介
（
１
年
）

　

第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
）

　

第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団

　

体
第
２
位

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
団
体
第
２
位

　

鈴
木
海
飛
・
渡
辺
俊
樹
・
佐

　

藤
嘉
樹
（
以
上
３
年
）・
根

　
本
大
地（
２
年
）・
北
野
亮
介
・

　

根
本
拓
哉
・
檜
山
遥
斗
・
鈴

　

木
竜
弥
（
以
上
１
年
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
女
子
）

　
第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
団
体
第
３
位

　

小
松
芹
奈
・
植
田
詩
織
・
遠

　

藤
あ
い
み
（
以
上
２
年
）・

　

石
井
杏
奈
・
植
田
朱
莉
・
石

　

田
恵
美
莉
・
坂
本
千
乃
・
向

　

田
侑
里
香
（
以
上
１
年
）

【
西
郷
第
二
中
学
校
】

林　
民
生
（
２
年
）

　
第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
３
位

渡
辺　
奎
吾
（
３
年
）

　
第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
３
位

田
邉　
雅
人
（
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
２
位

佐
藤　
勇
乃
介
（
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
２
位

【
特
別
奨
励
賞
】

【
米
小
学
校
】

学
校
表
彰

　

福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良

　

校
表
彰
栄
誉
賞

【
羽
太
小
学
校
】

学
校
表
彰

　

福
島
県
学
校
歯
科
保
健
優
良

　

校
表
彰
最
優
秀
賞

【
小
田
倉
小
学
校
】

薄
葉　
征
子
（
教
諭
）

　

平
成
25
年
度
教
育
・
文
化
関

　

係
表
彰
特
別
功
績
者
「
優
秀

　

教
職
員
」
の
部
受
賞

　

※
８
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
団
体
優
勝

　

氏
家
日
菜
・
大
貫
彩
・
武
田

　

理
夏
子
・
原
田
伽
香
・
根
本

　

理
絵
子 

・
久
我
奈
々
子
・
小

　

林
美
那
子
（
以
上
３
年
）
角

　

田
茉
鈴
（
2
年
）

大
貫　
彩
（
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
優
勝

久
我　
奈
々
子
（
３
年
）

　
第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
優
勝

武
田　
理
夏
子
（
３
年
）

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
２
位

氏
家　
日
菜
（
３
年
）

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
個
人
第
２
位

石
井　
潤
（
３
年
）

　

第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
陸
上
競
技
（
走
り
高
跳

　

び
）
第
１
位

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
団
体
第
３
位

　

田
邉
雅
人
・
佐
藤
勇
乃
介
・

　

渡
辺
奎
吾
・
菅
野
雅
也　
（
以

　

上
３
年
）
林
民
生
・
西
村
将

　

太
・
中
村
勇
樹(

以
上
２
年
）

　

・
真
崎
開
（
１
年
）

西
郷
第
二
中
学
校
男
子

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男

　

子
第
２
位

　

菊
地
泰
然
・
小
林
建
・
芳
賀

　

翼
・
佐
藤
大
河
・
内
山
建
人
・

　

川
野
健
・
小
松
太
樹
・
内
山

　

拓
人
・
芦
原
槙
人
・
鈴
木
雄

　

斗
・
木
賊
楓
希
・
須
藤
純
一

　

郎
・
石
田
飛
鳥
・
薄
井
南
斗
・

　

風
岡
孝
汰

西
郷
第
二
中
学
校
女
子

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

平
成
25
年
度
福
島
県
中
学
校

　

地
区
選
抜
強
化
競
技
会
県
南

　

選
抜
チ
ー
ム
第
３
位

　

高
木
怜
奈
・
臼
井
遥
奈
・
薄

　

井
玲
海
・
佐
藤
茜
・
樽
川
未

　

夢
西
郷
第
二
中
学
校
男
子

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

第
56
回
福
島
県
中
学
校
体
育

　

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男

　

子
団
体
第
１
位

　

第
41
回
東
北
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
第
１

　

位

　

第
44
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト

　

テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
第
３

　

位

体育・文化表彰

小中学校体育文化成績優秀者表彰（敬称略）

◀
表
彰
さ
れ
る
尾
股
さ
ん（
会
場
は
東
京
）

◀
西
郷
第
一
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
部
の
み
な
さ
ん

◀
西
郷
第
一
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
部
の
み
な
さ
ん

◀
西
郷
第
二
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
部
の
み
な
さ
ん

◀
西
郷
第
二
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
部
の
み
な
さ
ん
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大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て

い
ま
す
。

平成25年度福島県教育委員会
　教育・文化関係表彰特別功績者

　「優秀教職員」受賞

産経新聞社・福島テレビ主催
第29回
　「県民の警察官」受賞

小田倉小学校教諭
　薄 葉 征子氏

6-1　大髙佑心君　
　　　　　『時に厳しく　時に優しい先生です。』
6-2　斉藤真由美さん　　
　　　　　『習字が上手で、わからないところがあると
　　　　　わかるまでわかりやすく教えてくれます。』
6-3　矢ケ崎理人君　　
　　　　　『先生の授業は、いろんな問題やクイズを
　　　　　出してくれるのでおもしろいです。』　

▲薄葉先生を囲んで６年生全員と各担任の先生方と共に。

学習指導などで堅調な成果を挙げた教職員に贈ら
れる特別功績者の『優秀教職員』を小田倉小学校
の薄葉征子先生が受賞されました。

好
き
な
言
葉
は
「
日
々
是
好
日
」
で
す
。

毎
日
毎
日
が
良
い
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
い
つ

も
願
っ
て
い
ま
す
。

▲表彰式後、奥様と関係者のみなさんと

　

当
村
で
3
人
目
の
受
賞
と

な
っ
た
薄
葉
先
生
は
、『
教
師

に
な
っ
て
23
年
に
な
り
ま
す
。

受
賞
を
聞
い
て「
な
ぜ
私
が
？
」

と
い
う
の
が
最
初
の
感
想
で
し

た
。教
師
に
な
る
き
っ
か
け
は
、

大
学
４
年
生
の
と
き
に
青
森
県

に
あ
る
小
学
校
の
先
生
の
授
業

を
見
た
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
「
生
き
る
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
姿

を
見
て
、
自
分
も
こ
う
い
う
授

業
が
で
き
る
先
生
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
授
業
は
、
楽

し
く
学
習
し
て
良
か
っ
た
な
あ

と
い
う
時
間
に
し
た
い
の
で
す

が
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の

方
が
多
い
で
す
。
こ
の
受
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
に
、
更
に
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
修
校
長
は
『
教
頭
を
支

え
る
教
務
主
任
と
い
う
立
場
を

最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
学
校

経
営
に
携
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

人
が
県
か
ら
認
め
ら
れ
表
彰
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
く

あ
り
が
た
く
、
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽

く
何
で
も
頑
張
る
先
生
で
す

ね
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
慕
わ

れ
教
職
員
全
体
に
対
す
る
気
配

り
が
良
く
で
き
て
い
ま
す
。
ど

う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
み
ん
な

が
動
け
る
か
配
慮
が
あ
り
、
お

陰
様
で
学
校
運
営
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
っ
て
い
ま
す
。
算
数
の
コ

ア
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
、
県

内
全
体
の
算
数
の
学
力
を
高
め

る
指
導
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。
校
内
で
は
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
６
０
０
ｍ
走
」
な
ど
新
し

い
行
事
の
取
り
組
み
を
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
づ

く
よ
う
な
掲
示
の
仕
方
を
考

え
た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。』

と
薄
葉
先
生
を
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

白河警察署西郷駐在所長
西 崎 保 郎 警部補
　

　

受
賞
表
彰
式
が
2
月
17
日
福

島
市
で
行
わ
れ
、西
崎
氏
は『
警

察
官
に
な
っ
て
38
年
に
な
り
ま

す
。
小
さ
い
時
か
ら
警
察
官
に

な
り
た
い
と
は
言
っ
て
い
た
み

た
い
で
す
が
記
憶
に
は
な
く
、

た
だ
人
の
役
に
立
つ
職
業
に
つ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
く
と

今
以
上
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
い
身
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

西
郷
村
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
多
く
熱
心
な
た
め
そ
の
協

力
に
本
当
に
助
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
西
郷
村
の
駐
在
員
だ
っ
た

か
ら
受
賞
で
き
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
在

所
は
こ
こ
で
生
活
し
て
い
ま
す

か
ら
、
私
が
不
在
だ
と
妻
が
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
妻
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。』

と
、
奥
様
の
仁
美
さ
ん
は
『
と

に
か
く
健
康
に
だ
け
は
気
を
付

け
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
健

康
で
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
が

良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。』

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
河
警
察
署
竹
中
淳
一
署
長

は
『
大
変
大
き
な
賞
で
、
大
変

誇
り
に
思
い
ま
す
。
本
部
か
ら

各
署
に
通
達
が
あ
り
、
西
崎
さ

ん
の
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
上
申
し
、
本
部
の
選
考
委

員
会
で
決
定
し
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
安
全
、
安
心

な
生
活
が
維
持
で
き
る
た
め
の

活
動
と
し
て
、
夜
の
パ
ト
ロ
ー

ル
や
安
全
教
室
の
講
話
、
交
通

指
導
、
防
犯
面
で
も
「
成
り
す

ま
し
詐
欺
」
な
ど
の
防
止
に
も

力
を
入
れ
一
生
懸
命
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
西
郷
村
は
安
全
安

心
の
意
識
が
高
い
村
で
す
。
村

民
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
の

で
自
分
も
や
ら
な
け
れ
ば
と

い
う
意
識
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
人
口
も
多
く
2
本
の
国
道

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
事
件

事
故
の
少
な
い
村
で
す
。「
お

ら
が
村
の
駐
在
さ
ん
」
と
い

う
こ
と
で
授
賞
式
に
は
20
名

の
村
民
の
方
が
出
席
し
て
く

れ
ま
し
た
。
白
河
管
内
に
は

8
つ
の
駐
在
所
が
あ
り
ま
す

が
、
駐
在
所
は
休
日
関
係
な
く

住
民
の
方
か
ら
様
々
な
相
談

な
ど
が
あ
り
休
み
が
あ
っ
て

な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。
奥

様
の
存
在
も
大
き
い
で
す
ね
。』

と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

日頃、村民の安全な暮らしのため尽力され
ています白河警察署西郷駐在所長西崎保郎
警部補が、「第 29 回県民の警察官」に選
ばれました。
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冬山遭難救助訓練火災防ぎょ訓練 然
の
家
周
辺
で
消
息
を
絶
っ
た

と
い
う
想
定
で
、
捜
索
エ
リ
ア

を
絞
り
な
が
ら
遭
難
者
を
発
見

す
る
実
践
的
な
捜
索
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
雪
洞
訓
練
、
ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用
し
た
救

出
活
動
、
要
救
助
者
を
福
島
県

警
察
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
て
搬
送

す
る
訓
練
も
行
い
、
山
の
遭
難

事
故
に
備
え
て
救
助
活
動
の
流

れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
昭
和
48
年
か
ら

ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
今
回
で
40
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
西
郷

村
消
防
団
の
火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
が
３
月
９
日
、
方
面

隊
ご
と
に
村
内
３
ヶ
所
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
１
８
９
名
、
白
河
消
防

署
西
郷
分
署
５
名
が
訓
練

に
参
加
し
白
河
警
察
署
６
名
の

協
力
を
得
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
乾
燥
注
意
報
お
よ

び
火
災
気
象
通
報
発
令
中
に
、

枯
れ
草
か
ら
出
火
し
広
範
囲
に

延
焼
が
拡
大
し
た
た
め
、
出
動

要
請
を
受
け
た
地
元
消
防
団
が

消
火
栓
や
自
然
水
利
な
ど
を
活

用
し
消
火
活
動
を
行
う
と
の
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
方

面
隊
は
柏
野
消
防
屯
所
北
側
周

辺
、
第
２
方
面
隊
は
熊
倉
消
防

　

白
河
地
区
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会
は
２
月
21
日
、

西
郷
村
の
那
須
甲
子
青
少

年
自
然
の
家
か
ら
甲
子
付

近
で
冬
山
遭
難
救
助
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

白
河
警
察
署
・
白
河
消

防
本
部
を
は
じ
め
と
し
た

同
協
議
会
メ
ン
バ
ー
約
50

名
が
那
須
甲
子
青
少
年
自

▲隊列を組んで移動します▲ストレッチャーを使用した救出活動▲ヘリコプターによる搬送訓練

村
長
に
佐
藤
正
博
氏
再
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
挙

お
よ
び
、
欠
員
に
伴
う
村
議
会

議
員
補
欠
選
挙
が
、
３
月
２
日

に
村
内
12
ヶ
所
の
投
票
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
村
長
選
挙
は
、
現
職

で
再
選
を
目
指
す
佐
藤
正
博
氏

と
、
元
村
議
で
新
人
の
鈴
木
勝

久
氏
の
一
騎
打
ち
と
な
り
、
開

票
の
結
果
、
５
、６
７
７
票
を

獲
得
し
た
佐
藤
正
博
氏
が
再
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

で
は
、元
職
の
佐
藤
厚
潮
氏
と
、

新
人
の
関
谷
耕
司
氏
の
選
挙
と

村
議
会
補
欠
選
挙
で
は
佐
藤
厚
潮
氏
が
当
選

▲当選証書を付与される佐藤正博氏

▲当選証書を付与される佐藤厚潮氏

　
『
芽
生
え
』
を
テ
ー

マ
に
「
第
14
回
地
域
伝

統
芸
能
ま
つ
り
」
が
、

２
月
22
日
・
23
日
の
２

日
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京
都
）
で
開
催
さ

れ
、
県
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
当
村
の
「
上

羽
太
天
道
念
仏
踊
り
」

が
選
ば
れ
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
雄
大
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
ま
つ
り

は
、
地
域
伝
統
芸
能
ま

屯
所
東
側
周
辺
、
第
３
方
面
隊

は
三
菱
製
紙
㈱
白
河
工
場
南
側

周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
火
災
に
備
え
役

割
分
担
や
中
継
・
放
水
作
業
な

ど
一
連
の
流
れ
を
確
認
し
、
真

剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

～上羽太天道念仏踊り保存会出演～
つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

日
本
各
地
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
芸
能
を
保
存
・
伝
承▲緊張の中、精一杯踊り切りました

し
、
地
域
の
活
性
化
を
は
か
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
日
本
文
化

を
見
つ
め
直
し
、
郷
土
愛
を
育

む
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
５
月
に
県
の
指
定

重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受

け
た「
上
羽
太
天
道
念
仏
踊
り
」

は
、平
成
10
年
に
文
化
庁
の「
記

録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
文
化
財
」
と
し
て

選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

踊
り
の
特
徴
は
、
太
陽
信
仰
的

要
素
を
良
く
伝
承
し
、
種
目
も

多
く
、
民
俗
芸
能
と
し
て
非
常

に
価
値
が
高
い
も
の
と
評
価
さ

れ
今
回
の
出
演
と
な
り
ま
し

た
。
東
北
は
宮
城
県
の
「
仙
台

　

２
月
17
日
に
満
百
歳
を
迎
え

た
白
岩
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
虫
笠
）

に
、「
知
事
賀
寿
贈
呈
式
」
が

介
護
保
健
施
設
ニ
コ
ニ
コ
リ
ハ

ビ
リ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
清
司
県
南
保
健
福
祉
事

務
所
長
と
大
倉
副
村
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
賀
寿
と
記
念
品
、
西
坂

雄
治
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
か

ら
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。『
き
ら
い
な
も
の
は
な
い

の
で
何
で
も
食
べ
ま
す
。
毎

日
楽
し
く
暮
ら
せ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。
孫
た
ち
が
い
つ
も

会
い
に
来
て
く
れ
る
の
で
そ

れ
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。』

と
白
岩
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
村
に
は
現
在
100
歳
以
上
の

方
が
白
岩
さ
ん
を
含
め
6
人
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

▲関係者とお孫さんたちと一緒に。

す
ず
め
踊
り
」
か
ら
九
州
は
宮

崎
県
の
「
熊
襲
踊
」
な
ど
全
国

か
ら
13
の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

堀
内
忠
敏
保
存
会
会
長
は
、

『
リ
ハ
ー
サ
ル
や
打
合
せ
を
繰

り
返
し
、
本
番
ま
で
に
全
員
が

疲
れ
切
っ
た
状
態
で
し
た
が
、

午
後
3
時
か
ら
の
本
番
で
は
決

め
ら
れ
た
15
分
間
を
1
回
の
ミ

ス
な
く
踊
り
切
り
、
全
員
が
や

り
切
っ
た
と
い
う
満
足
感
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
最
年
長
の

長
谷
川
金
松
さ
ん
も
中
締
め
の

大
役
を
依
頼
さ
れ
無
事
三
本
締

め
を
行
う
な
ど
、
と
に
か
く
全

員
が
大
変
緊
張
し
ま
し
た
が
満

足
で
き
る
踊
り
を
魅
せ
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
他
県
の
伝
統
芸

能
も
鑑
賞
し
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。』
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
出

演
者
の
２
組
の
親
子
は
、『
親

子
で
こ
の
場
所
で
踊
れ
る
な
ん

て
な
か
な
か
無
い
経
験
で
す
。

緊
張
し
ま
し
た
が
一
生
懸
命
踊

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。』
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

▲女優の宮崎美子さんからインタビューを受ける堀内会長

▲火災発生の連絡を受け、きびきびと出動

▲放水訓練では、機材や動作の再確認▲訓練完了の報告を統監に行いました

な
り
、
佐
藤
厚
潮
氏
が
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
午
前
10
時
か
ら
、

役
場
議
場
に
お
い
て
当
選
証
書

付
与
式
が
行
わ
れ
、
熊
田
公
一

選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
佐
藤
正

博
氏
、
佐
藤
厚
潮
氏
に
当
選
証

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
正
博
村
長
の
４
期
目
の

任
期
は
３
月
28
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
27
日
ま
で
の
四
年
間
と

な
り
ま
す
。
ま
た
佐
藤
厚
潮
議

員
の
任
期
は
３
月
２
日
か
ら
平

成
27
年
８
月
27
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

百歳おめでとう！
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～村内の出来事を写真で振り返り～

劇団の世界に引き込まれる
お別れ会 (3/5)

卒業生の門出を祝う
西郷単位制総合大学卒業証書授与式 (3/4)

最後まで楽しんでください
お別れ会 (3/10)

夢と感謝の気持ちを伝える
二分の一成人式 (3/7)

ラーメンおいしいね！！
「いまの家」ラーメン招待 (2/17)

感謝の気持ちを込めて
卒業生に感謝する会 (2/28)

　桃の節句にふさわしい穏やかな春の一日、まきば保育園で園

児たちに日本の伝統的な行事を体験し、文化に触れ親しみを感

じてもらうことを目的とした「ひな祭り会」が行われました。

先生から「ひな祭りは桃の節句と言われ、女の子の成長を願う

行事です。」などとひな祭りの由来のお話を聞いた後に、各クラ

スの代表の園児がひな人形を披露しました。園児たちは一生懸

命作ったかわいいひな人形について上手に説明をしていました。

また、全員で『うれしいひまなつり』を歌ったりゲームをして

楽しんだりと、お遊戯室には園児たちの元気な歌声と笑い声が

響いていました。

健康で幸せに過ごせますように
ひな祭り会 (3/3)

　みずほ保育園で、ラーメン店「いまの家（上上野原）」の招待をうけ、

園児たちは熱々のラーメンをいただきました。「いまの家」では、

毎年村内の保育園（みずほ、まきば、川谷）を招待し今年で 26 年

目を迎えました。この日を楽しみにしていた園児たちは、おいしそ

うなスープの匂いに『早く食べた～い』と待ちきれない様子でした。

お店自慢のしょうゆラーメンが運ばれてくると、早速『いただきま

～す』と大きな声であいさつをし、満面の笑みを浮かべながら口いっ

ぱいに頬張っていました。週末に降った大雪の影響で寒さの厳しい

中、熱々のラーメンで園児たちの身体はぽかぽかになり、スープも

残さずいただいた園児たちは、お店の方に『おいしいラーメン、ご

ちそうさまでした。』とお礼の言葉を言いました。

　卒園式を 1 週間後に控えた村立西郷幼稚園で「お別れ会」が

行われ、年長組の園児たちは拍手の中、年少組の園児がもつ花の

アーチをくぐって楽しそうに入場してきました。始めに、園児一

人ひとりが自分の名前と入学する学校名を述べた後、勉強や宿題、

マラソンなど小学校でがんばりたいことを元気な声で発表しまし

た。読み聞かせ会のお母さんたちによる「大きなかぶ」の劇も上

演されました。そして、年少組は手作り写真たてを、年長組はメッ

セージ付きの手作りクッキーを先生方と年少組にプレゼントしま

した。最後に全員でゲームをしたりお昼を食べたりしながら残り

わずかなひとときを思う存分楽しんでいました。

　川谷保育園で「お別れ会」が行われ、毎年恒例の人形劇団「赤い

トマト」（田村市船引町）による楽しいお話の世界が繰り広げられ

ました。前半は 1 歳児から 5 歳児対象に手品を、後半は 3 歳児か

ら 5 歳児対象の人形劇「わにの晩ごはん」が上演されました。ぶた

さんやうさぎさん、そしてへびさんも登場し、劇団の方の多彩な声

がますます子供たちを不思議な世界へ引き込んでいきました。途中、

ぶたさんからの質問コーナーもあったり、最後にはお肉の大好きな

わにさんが登場し、『本当はお肉がいいけどいろんな野菜も食べな

いとね。今日の晩ごはんは野菜にするのでみんなも野菜をたくさん

食べようね。』と話すと、子供たちは『は～い !』と元気に答えてい

ました。

　平成 25 年度西郷単位制総合大学卒業証書授与式が文化センター

で行われ、短大生 4 名、大学生 3 名の計 7 名が晴れの日を迎えま

した。卒業証書授与後、式辞では大学長（加藤教育長）から卒業生

一人ひとりの活動などが紹介され、『健康に気をつけていつまでも

努力と学びを続けていただき、生きがいを感じてください。』と激

励のことばがありました。卒業生を代表し柏明さんが、『多くの人

に支えられ、知識や技能だけでなく人と人とのかかわり合いの大切

さを実感し人間性を深めることができました。これからは、大学で

学んだ感謝の気持ちを忘れずに地域のために少しでも恩返しをして

いきたいです。』と挨拶をしました。授与式後には茶話会が開かれ、

お茶を飲みながらいろいろな思い出話に花を咲かせていました。

　羽太小学校で「卒業生に感謝する会」が行われました。在校生

が心を込めて飾りつけをした体育館に盛大な拍手で6年生を迎え、

まず「鼓笛移杖式」が行われました。6 年の武藤凛さんから 5 年

の兼子瑞穂さんに指揮棒が手渡された後、在校生による鼓笛演奏

が披露されました。「感謝する会」では各学年で練習してきた出し

物を発表した後、毎日登下校で一緒だった仲良し班ごとの対抗ゲー

ムをしたり、全員合唱では「音楽のおくりもの」を元気に歌いま

した。また、感謝のメッセージを色紙にしたプレゼントも準備さ

れ 6 年生は笑顔で受け取っていました。最後に、在校生が作った

アーチをくぐりながら楽しそうに退場し、卒業生、在校生それぞ

れの『ありがとう』の気持ちが伝わる心あたたかな会となりました。

　『お父さん、お母さんいつもありがとう』。米小学校で、20 歳の

成人式の 1/2 の年齢にあたる 10 歳になった 4 年生 38 人の「二

分の一成人式」が行われました。児童たちは一人ひとり名前が呼

ばれると、美容師や警察官になりたいなど将来の夢を語り、先生

から「二分の一成人証書」を受け取りました。そして、入学して

から 4 年間の写真のスライド上映を観賞したり、日ごろ一人では

なかなか言えない感謝の言葉と気持ちを全員が「呼びかけと歌」

で伝えたりしました。最後に「二分の一成人証書」と各自が書い

た「感謝の手紙」をちょっと照れながらも『ありがとう』のこと

ばを添えて保護者に手渡し退場していきました。思わず涙ぐむ保

護者の姿もあり、会場はあたたかな雰囲気に包まれていました。
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検査件数のすべてが測定下限値未満だった農産物等

出荷制限、出荷及び採捕、県外への移動の制限を要
請されたもの

■問合せ先：放射能対策課☎ 33-5011　上下水道課☎ 25-2962

50Bq/kg

を
超
え
る
も
の
は
、

全
体
の
9
％
で
し
た
。
基
準
値

を
超
え
た
食
品
と
し
て
は
、
山

菜
・
き
の
こ
類
が
75
％
を
占
め
、

獣
肉
や
山
菜
等
の
加
工
品
を
含

む
そ
の
他
の
食
品
が
17
％
、
果

物
が
５
％
で
し
た
。
ま
た
、
一

般
食
品
の
基
準
値
１
０
０Bq/

kg

を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
同
等
の
割
合
で
し
た
。

●
野
菜
・
穀
類

　

野
菜
・
穀
類
の
う
ち
50Bq/

kg
を
超
え
る
も
の
は
、
み
ょ

う
が
、
そ
ば
粉
（
そ
ば
の
実
含

む
）、
う
ど
で
し
た
。
ま
た
、

１
０
０Bq/kg

を
超
え
る
も
の

は
、
み
ょ
う
が
の
み
で
し
た
。

本
年
度
43
件
の
み
ょ
う
が
を
検

査
し
ま
し
た
が
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

が
、
15
件
あ
り
、
１
０
０Bq/

kg

を
超
え
る
も
の
は
1
件
で

し
た
。
検
査
結
果
か
ら
比
較
的

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
や

す
い
食
品
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

１
０
０Bq/kg

を
超
え
る
み
ょ

う
が
を
追
跡
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
住
宅
の
軒
下
に
自
生
し
て

い
た
も
の
で
し
た
。

●
果
物

　

果
物
の
う
ち
50Bq/kg

を

超
え
る
も
の
は
、
く
り
、
く
る

み
、
キ
ウ
イ
で
し
た
。
ま
た
、

１
０
０Bq/kg

を
超
え
る
も
の

は
、
く
り
で
し
た
。

　

特
に
、
く
り
に
つ
い
て
は
、

34
件
検
査
を
行
い
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

は
、32
件
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、

１
０
０Bq/kg

を
超
え
る
も
の

は
、
4
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
１
０
０Bq/kg

を
超
え
る

も
の
に
つ
い
て
追
跡
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
3
件
が
遊
歩
道
な

ど
の
山
林
で
採
取
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。

●
山
菜
・
き
の
こ
類

　

ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て

50Bq/kg

及
び
１
０
０Bq/kg

を
超
過
し
ま
し
た
。
反
対
に

50Bq/kg

を
下
回
っ
た
も
の

は
主
に
、
ふ
き
、
ふ
き
の
と
う

で
し
た
。

　

特
に
、
ふ
き
に
つ
い
て
は
、

49
件
検
査
を
行
い
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

は
、３
件
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

●
そ
の
他　

　

農
産
物
等
の
加
工
品
、
イ
ノ

シ
シ
肉
や
キ
ジ
肉
な
ど
の
獣
肉

類
等
を
、
そ
の
他
と
し
て
分
類

し
ま
し
た
。
50Bq/kg

及
び

１
０
０Bq/kg

を
超
え
る
も
の

は
、
主
に
山
菜
・
き
の
こ
類
の

加
工
品
、
獣
肉
類
で
し
た
。
な

お
、
イ
ノ
シ
シ
肉
、
キ
ジ
肉
な

ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
も
国

か
ら
出
荷
制
限
が
出
さ
れ
て
お

り
、自
家
消
費
に
あ
た
っ
て
も
、

可
能
な
限
り
摂
取
を
控
え
る
よ

う
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ま
と
め
】

　

本
年
度
行
っ
た
検
査
結
果
か

ら
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
含
ま

れ
る
食
品
の
多
く
は
林
産
物
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
食
品
は
、
未

だ
国
か
ら
の
出
荷
制
限
を
受
け

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
春

の
山
菜
シ
ー
ズ
ン
や
秋
の
き
の

こ
狩
り
の
時
期
に
お
い
て
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
菜
の
検
査
結
果
な

ど
か
ら
田
畑
を
深
く
耕
し
十
分

に
カ
リ
ウ
ム
肥
料
を
作
物
に
与

え
る
こ
と
で
、
作
物
へ
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
を
低
減
で

き
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
ま
し

た
。
家
庭
菜
園
で
も
同
じ
よ
う

に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
を

低
減
で
き
ま
す
し
、
近
く
の

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
カ
リ
ウ

ム
肥
料
は
販
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
本
年
度
、
井
戸
水
・

沢
水
等
の
飲
料
水
の
検
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
１
４
０
件
（
ゲ

ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
で

の
検
査
約
１
０
０
件
）
の
検
査

を
行
い
す
べ
て
に
お
い
て
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
測
定
下
限
値
未

満
で
し
た
。

　
　

成
25
年
４
月
か
ら
平
成　

　
　

年
２
月
ま
で
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
農
産
物
等
の
放
射
性

物
質
検
査
結
果
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
概
要

　

今
年
度
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
農
産
物
は
約
２
、２
０
０
件

で
、
全
体
の
約
45
％
が
野
菜
類

と
最
も
多
く
、
続
い
て
果
物
、

山
菜
・
き
の
こ
類
が
そ
れ
ぞ
れ

約
15
％
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
農
産
物
の
内
、
食

品
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
乳
幼
児
の
基
準
値

平

26

種　　別 農　　産　　物
穀類 米類 白米（平成 24 年度産・25 年度産）

豆類 ささぎ豆

野菜

葉菜類
キャベツ、レタス、サニーレタス、サ
ンチュ、小松菜、白菜、アブラナ、か
らし菜、かぶれ菜、クレソン、ほうれ
ん草、みつば、菜花、うるい、春菊

根菜類
かぶ、大根、玉ねぎ、ニンジン、ニン
ニク、らっきょう、アピオス、さとい
も、自然薯、ごぼう、とろろいも、とっ
くりいも

果菜類
きゅうり、ズッキーニ、トマト、ミニ
トマト、ナス、ピーマン、いちご、ゴー
ヤ、すいか、枝豆、ハヤトウリ

その他
ニラ、ねぎ、ブロッコリ、ノビル、行
者にんにく、アスパラガス、とうもろ
こし、いもがら、ヤーコン、さやいん
げん、さやえんどう

果物
ジューンベリー、スグリ、プラム、イ
チジク、ブラックベリー、もも、ぶどう、
梨、ハックルベリー、かりん

水 井戸水、湧水

出荷制限
たけのこ、たらのめ（野生）、こ
しあぶら、野生きのこ、野生鳥獣

（イノシシ・キジ・クマなど）

出荷・採捕の制限

県内の阿武隈川とその支流で採捕
された「ヤマメ（養殖を除く）、
イワナ（養殖を除く）、ウグイ、
ウナギ」

県外への移動・出荷 牛（県の方針で管理されているも
のを除く）

※ 1 平成 26 年 2 月 25 日現在で、国から出されてい
　　る各種制限です。
※ 2 出荷制限を受けている食品群は、食品衛生法上の
　　基準値を超える放射性物質が検出されています。
　　自家消費にあたっては、可能な限り摂取を控える
　　ことをお勧めします。

地区 種 別 農  産  物 件数 最小 最大

米

野菜
みょうが 1 - 22
かぼちゃ 2 8 10
しその実 1 - 23

果物 くり 1 - 16
山菜

・
きのこ

たけのこ 5 14 130
ぜんまい 1 - 105
しいたけ 1 - 411
野生きのこ 2 14 64

小

田

倉

穀類
そば粉（そばの実含む） 4 10 73
黒豆 1 - 13
小豆 1 - 17

野菜

じゃがいも 5 6 37
かぼちゃ 2 13 25
みょうが 4 21 117
さつまいも 2 8 9
青しそ 1 - 10

果物

梅 1 - 10
ブルーベリー 3 12 15
びわ 1 - 10
くり 8 9 49
キウイ 3 10 51
柿 2 10 14
くるみ 1 - 61
ゆず 2 14 15

山菜
・

きのこ

たけのこ 21 12 761
たらのめ 11 11 923
こしあぶら 2 3,290 3,370
よもぎ 1 - 58
みずな 2 46 165
ふきのとう 1 - 25
こごみ 4 14 71
ふき 2 23 30
ぜんまい 2 129 1,769
わらび 5 101 471
しどけ 1 - 119
山うど 1 - 55
しいたけ 6 84 772
野生きのこ 9 22 797

その他

干し柿 4 13 34
アップルミント 1 - 61
オレガノ 1 - 20
獣肉・山鶏肉 10 14 1,182

真

船

穀類 大豆 1 - 14

野菜

じゃがいも 1 - 13
うど（栽培） 1 - 51
みょうが 3 8 19
かぼちゃ 2 12 16

果物

ブルーベリー 2 14 28
梅 1 - 14
くり 15 10 147
くるみ 1 - 23
柿 1 - 10

放射能対策

地区 種 別 農  産  物 件数 最小 最大

真

船

山菜
・

きのこ

たけのこ 12 13 715
たらのめ 5 12 163
こしあぶら 6 16 2,286
ジタケ 1 - 12
こごみ 2 16 76
しどけ 1 - 32
わらび 2 27 60
みずな 2 42 135
ぜんまい 3 52 96
山うど 2 22 236
しいたけ 7 111 481
野生きのこ 10 9 603

その他

ハーブ 1 - 9
どくだみ 1 - 31
米ぬか 1 - 39
乾燥よもぎ 1 - 62
獣肉・山鶏肉 8 95 575

羽

太

穀類
小豆 1 - 10
黒豆 1 - 9
青豆 1 - 14

野菜
みょうが 4 8 21
かぼちゃ 1 - 11
さつまいも 1 - 14

果物
梅 1 - 18
くり 1 - 8
柿 1 - 10

山菜
・

きのこ

たけのこ 4 39 99
たらのめ 2 84 102
わらび 2 56 123
ふき 1 - 13
みずな 1 - 64
しいたけ 1 - 394
野生きのこ 8 31 210

その他 干し柿 1 - 28
獣肉・山鶏肉 4 276 908

鶴
生

野菜 じゃがいも 1 - 34
みょうが 2 12 86

果物 くり 3 34 124
柿 1 - 11

地区 種 別 農  産  物 件数 最小 最大

鶴

生

山菜
・

きのこ

たけのこ 3 33 202
こしあぶら 1 - 691
たらのめ 3 179 423
山うど 1 - 51
しいたけ 3 146 632
野生きのこ 3 112 571

その他 干し柿 1 - 20
獣肉・山鶏肉 1 - 356

熊

倉

野菜 みょうが 1 - 14
青しそ 1 - 19

果物

梅 3 9 10
くり 4 8 17
プルーン 1 - 8
柿 1 - 9

山菜
・

きのこ

たけのこ 4 26 71
たらのめ 1 - 10
ふきのとう 1 - 13
しどけ 1 - 61
みずな 1 - 123
しいたけ 1 - 515
野生きのこ 2 63 63

その他 たけのこ（塩漬け） 1 - 13

柏

野

果物 梅 1 - 10
キウイ 1 - 12

山菜
・

きのこ

たけのこ 1 - 152
しいたけ 1 - 333
みずな 1 - 103

長
坂

山菜
・

きのこ

たけのこ 1 - 53
たらのめ 1 - 142
野生きのこ 5 98 388

その他 獣肉・山鶏肉 2 45 1,550

下
新
田

果物 梅 1 - 9
山菜

・
きのこ

みずな 1 - 76
しいたけ 1 - 170
野生きのこ 1 - 66

その他 干ししいたけ 1 - 447
（単位：ベクレル / kg）

採水日 判明日 放射性物質 検査結果
2 月 3 日 2 月 7 日 放射性ヨウ素 131

放射性セシウム
134.137

検出限界値
未満2 月 17 日 2 月 21 日

水道水の放射性物質検査結果：福島県食品衛生課発表

※水道水中の放射性物質に係る基準値　10Bq/kg 未満

検査件数のうち１件でも放射性セシウムが検出された農産物等（平成 25 年 4 月～平成 26 年 2 月）

※ Bq/kg：ベクレル /kg

※
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狂犬病予防注射・畜犬登録

■問合せ　住民生活課（生活環境係）　☎ 25-2197

　平成 26 年度狂犬病予防注射を表のとおり実施いた
します。予防注射を受ける際は「狂犬病予防注射申請
書」を必ず持参してください。また、申請書裏面の問
診票にも必ず記入願います。
　生後 91 日を過ぎたすべての飼い犬は、法律で年１
回の狂犬病予防注射を受けなければなりません。（生後
90 日以内の飼い犬は今回の注射は受けられません。）
　村で実施する狂犬病の予防注射は、年１回（４月）だ
けです。この期間中に都合で受けられない犬は、個別に
獣医師または動物病院で予防注射を受けなければなり
ません。
　なお、犬の新規飼い主は、今回登録・注射（登録は生
涯１回、注射は年１回）の両方をしていただくようにな
ります。　
　会場には犬を制御できる方が連れてくるようお願い
します。制御できない場合、お断りする場合があります。

平成 26 年度

すでに登録している場合・・・3,200円
（内訳：注射技術料 2,650 円 ＋ 注射済票交付手数料      

　　　  550 円）
新規登録の場合　・・・・・・6,200 円

（内訳：新規登録料 3,000 円 ＋ 予防注射料 3,200 円）
※注射料金が改正されておりますのでご注意ください。
※釣り銭のいらないようお願いします。

次の場合は、予防注射を受ける前に獣医師に申し出てく
ださい。
①犬が病気にかかっていると思われる場合
②予防注射でアレルギー様症状などの副反応を起こ 
　したことのある犬
③雌犬発情期、妊娠中または分娩後１カ月以内の犬
　は接種できません
④１カ月以内に、ほかの予防注射を受けている場合
⑤犬が高齢で衰弱している場合
※上記に該当する場合、または犬が興奮状態にある
　ときは注射ができない場合があります。
　接種後24時間以内は激しい運動は避けましょう。
　飼い犬が死亡したり、飼い主の変更や住所の変更
などが生じた場合は、届出が必要となります。詳し
くは役場狂犬病予防注射担当までお問い合わせくだ
さい。

日 時 間 場 所
　9:30 ～　9:55 芝原多目的集会施設前

10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返地区公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川多目的研修会施設前
11:35 ～ 11:50 国道４号旧東亜農道入口
13:05 ～ 13:25 大清水多目的集会施設前
13:30 ～ 14:10 大平コミュニティセンター前
14:15 ～ 14:30 大平公民館前
14:40 ～ 15:00 上野原農民研修センター前
15:05 ～ 15:25 上野原上コミュニティセンター前

　9:30 ～　9:45 小田倉児童館前
　9:50 ～ 10:00 狼山合住宅団地前

10:05 ～ 10:30 上新田転作技術センター前
10:35 ～ 10:45 前原地区兼子宅脇
10:50 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 ㈱林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック向側駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前 ( 森下宅隣 )
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グランド前

　9:30 ～　9:40 みやま荘前
　9:55 ～ 10:10 由井ケ原地区公民館前

10:20 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ケ入入口 ( 金山理容店前）
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生地区公民館前
14:20 ～ 14:35 熊倉コミュニティセンター前
14:40 ～ 14:55 旧谷地中屯所跡地

　9:30 ～　9:40 真名子地区公民館前
　9:45 ～　9:55 牛窪バス停前

10:00 ～ 10:15 虫笠地区集落センター前
10:20 ～ 10:40 上羽太コミュニティセンター前
10:45 ～ 11:00 下羽太地区集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウンコミュニティセンター前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業㈱向
14:25 ～ 14:45 間の原コミュニティセンター前

　9:30 ～ 11:00
西郷村役場
４月 15 日から 18 日までに
注射をできなかった方

４
／
15
㈫

４
／
16
㈬

４
／
17
㈭

４
／
18
㈮

４
／
19
㈯

料金

注意事項

◇日程表

７０歳前半の被保険者等に
かかる一部負担金の変更について

70 歳から 74 歳の方の医療費窓口負担は法律上２割となっていますが、これまでは特例措置で１割負担とさ

れていました。平成 26 年度から、特例措置がなくなり下記の対象者は医療費の窓口負担が２割となります。

　原発事故に伴う避難指示区域等（※１）の地域から避難されている住民の方につきましては、
医療機関等で受診したときに支払う一部負担金の免除が平成２６年３月１日以降も延長（※ ２）
になります。
　一部負担金免除証明書は、ご自分が加入している保険者から送付されていますが、まだお手元
に届いていない場合は、各保険者へお問い合わせください。

■問合せ
【国民健康保険】福祉課（国保係）　☎ 25-1449
【後期高齢者医療制度】西郷村 または 福島県後期高齢者医療広域連合　☎ 024-528-9025
【全国健康保険協会（協会けんぽ）】全国健康保険協会福島支部　☎ 024-523-3916
【上記以外の健康保険等】加入されている各医療保険の保険者またはお勤め先の事業所

※１　 「避難指示区域等」は、帰還困難区域、居住制限区域、避難指示解除準備区域および特定避難勧
　　奨地点と指定された区域等をいいます。
※２　延長される免除の期間につきましては、原発事故当時住んでいた地域、所得状況により異なりま
　　すのでご加入の保険者にお問い合わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療制度・
全国健康保険協会（協会けんぽ）からのお知らせ

■問合せ　福祉課（国保係）　☎ 25-1449

※なお、平成 26 年４月１日までに 70 歳の誕生日を迎られている方は、引き続き特例措置の対象
になり１割負担です。ただし、一定以上所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

２割（一定以上の所得がある方は、３割負担）

　　　　　　　　　　平成 26 年４月２日以降に 70 歳の誕生日を迎える方
　　　　　 　　　　　　　（誕生日が昭和 19 年４月２日以降の方）
　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　
                                             　70 歳の誕生月の翌月 ( ただし、各月１日が誕生日の方はその月 ) から
 　　　　　　　　　 （例）平成 26 年 4 月 2 日～ 5 月 1 日に 70 歳の誕生日を迎える方は、平成 26 年 5 月診療分

　　　　　　　　　　　　　　 から 2 割負担になります

▶対象者

▶負担割合

▶２割となる時期
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固
定
資
産
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
他
の
土
地
や
家
屋

と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で
あ

る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
固
定
資
産

税
に
係
る
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

●
期
間　

　

４
月
１
日
㈫
～
４
月
30
日
㈬

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

●
場
所　

西
郷
村
税
務
課
内

■
問
合
せ　

　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

統
計
調
査
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
、
村
内
で
実
施
さ

れ
る
予
定
の
統
計
調
査
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
お

よ
び
商
業
統
計
調
査
】

●
調
査
期
日　

7
月
1
日

●
調
査
対
象　

　

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び

　

企
業

●
調
査
目
的

　

①
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調

　
　

査
は
、
す
べ
て
の
産
業

　
　

分
野
に
お
け
る
事
業
所

　
　

お
よ
び
企
業
の
従
業
者

　
　

規
模
等
の
基
本
的
構
造

　
　

を
全
国
的
に
明
ら
か
に

　
　

し
、
各
種
統
計
調
査
実

　
　

施
の
た
め
の
母
集
団
情

　
　

報
を
整
備
す
る
こ
と

　

②
商
業
統
計
調
査
は
、
我

　
　

が
国
の
商
業
の
実
態
を

　
　

明
ら
か
に
し
商
業
に
関

　
　

す
る
施
策
の
基
礎
資
料

　
　

を
得
る
こ
と

【
全
国
消
費
実
態
調
査
】

●
調
査
期
間　

9
月
～
11
月

●
調
査
対
象　

　

調
査
対
象
地
域
に
居
住
す

　

る
2
人
以
上
の
世
帯
及
び

　

単
身
世
帯

【
労
働
力
調
査
】

●
調
査
期
間　

　

11
月
～
平
成
27
年
2
月

●
調
査
対
象　

　

調
査
対
象
地
域
に
居
住
す

　

る
世
帯
の
世
帯
員

【
工
業
統
計
調
査
】

●
調
査
期
日　

12
月
31
日

●
調
査
対
象　

　
「
製
造
業
」
に
属
す
る
事
業

　

所
（
本
調
査
は
従
業
者
数
4

　

人
以
上
の
事
業
所
が
対
象
）

【
農
林
業
セ
ン
サ
ス
】

●
調
査
期
日　

　

平
成
27
年
2
月
1
日

●
調
査
対
象　

　

農
林
業
の
経
営
主

　
（
個
人
・
組
織
・
法
人
）

■
問
合
せ　

　

総
務
課
（
広
報
統
計
係
）

●
場
所　

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
・
予
約

　

白
河
司
法
書
士
相
談
総
合

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
︱
１
７
８
５

　
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、

　

10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分

　

～
16
時
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信

制
の
高
等
学
校
普
通
科
、
お

よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座
の

生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の

案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

平
成
26
年
度
高
等
学
校
普
通

科
（
３
年
制
）
生
徒
、
お
よ
び

生
涯
学
習
通
信
講
座
受
講
者

●
出
願
期
間

　
【
高
等
学
校
普
通
科
】

　
　

４
月
30
日
㈬
ま
で

　
【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】

　
　

通
年
申
込
受
付

■
問
合
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
代
表
）

　

☎
０
４
２
︱
５
７
２
︱
３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
︱
０
６
︱
８
８
８
１

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務

員
採
用
総
合
職
試
験
（
院
卒

者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）

お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒

程
度
試
験
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈫ 

９
時
～

　
　
　
　

８
日
㈫〔
受
信
有
効
〕

白
河
司
法
書
士
総
合

セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、

相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
な

ど
に
関
す
る
法
律
相
談

●
日
時　

　

４
月
３
日
㈭
、５
月
１
日
㈭
、

　

６
月
５
日
㈭

　

17
時
～
20
時

　
　

※納税は便利な口座振替で
4 月 30 日㈬までに納めください。

に　　 し　  ごう

固 定 資 産 税（１期）

　
　

今月の納税・納付

　
　

トレッキングを始めませんか？
●開始式　４月 16 日㈬　19 時～
　　　　　村文化センター　
●日程　全６回
※日程の詳細については、お問い合わせください。
●募集人数　20 人
●募集期間　４月１日㈫～
※定員になり次第締め切ります。
●参加資格　

那須登山で最低でも峰の茶屋まで歩くことができる方
●参加費　２，０００円
※開始式において、傷害保険料・資料・写真代の一部
　として徴収します。
■問合せ・申込先
　生涯学習課（体育振興係）　☎ 25-2371

～トレッキング講座受講生募集～
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に　　 し　  ごう

診療日 小児科 内科・外科 歯科医

４月６日（日）
み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク

（ 白 河 市 ）
☎ ２ ８ － １ ０ ０ １

鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク
（ 白 河 市 ）
☎ ３ １ － ８ １ ８ １

ほ ず み 歯 科 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ２ － ７ ２ １ １

４月１３日（日）
樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク

（ 矢 吹 町 ）
☎ ４ ２ － ２ ０ ４ ０

田 口 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ４ － １ １ １ １

ま る や ま 歯 科 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ９ １ ４ ６

４月２０日（日）
わたなべ子どもクリニック

（ 白 河 市 ）
☎ ２ １ － ２ １ ６ ６

千 葉 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ４ － ２ ０ ８ ０

水 野 谷 歯 科 医 院
（ 中 島 村 ）
☎ ５ ２ － ３ ９ ３ ３

４月２７日（日）
お か ざ き ク リ ニ ッ ク

（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ２ ５ ５ １

つ か は ら 内 科 ク リ ニ ッ ク
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ４ － １ ０ １ １

三 森 歯 科 医 院
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ２ ４ ０ １

４月２９日（日）
関 医 院

（ 白 河 市 ）
２ ３ － ３ ０ ０ ３

南 湖 こ こ ろ の ク リ ニ ッ ク
（ 白 河 市 ）
☎ ２ ３ － ４ ４ ０ １

本 柳 歯 科 医 院
（ 泉 崎 村 ）
☎ ５ ３ － ５ ０ ３ ０

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）   【診療日】 6 日・13 日・20 日・27 日（８時 30 分～ 12 時 30 分）
■問合せ　〔平日〕　健康推進課 　〔休日〕　西郷村役場　

　　　　　　　総務課　☎ 25 － 1112
　　　　　　　税務課　☎ 25 － 1113
　   住民生活課（住民）   ☎ 25 － 1114
  ( 生活環境・地域安全）☎ 25 － 2197
　　　　放射能対策課　☎ 33 － 5011
　　　　福祉課（国保）☎ 25 － 1449
  （地域福祉・児童福祉）☎ 25 － 1509
　　　　　商工観光課　☎ 25 － 2910

　　　　　　農政課　☎ 25 － 1116
　　　建設課（管理）☎ 25 － 1117
　　　 　　　 （事業）☎ 25 － 1118
　　　　企画財政課　☎ 25 － 2943
上下水道課（上水道）☎ 25 ー 2962
　　　　　  （下水道）☎ 25 － 2912
　　　　　　会計室　☎ 25 － 2934
　　　　議会事務局　☎ 25 － 2980

　農業委員会事務局　☎ 25 － 2946

　西郷村土地改良区　☎ 25 － 1116

　　　　学校教育課　☎ 25 － 2370

生涯学習課・中央公民館　☎ 25 － 2371

　健康推進課（保健）☎ 25 － 1115  

（高齢者支援・介護保険）☎ 25 ー 3910

　　　　代　　　表　☎ 25 － 1111

①法律の趣旨
東日本大震災からの復興を目的に地方公共団体が
実施する施策の財源を確保するため、震災復興財
源確保法が制定され標準税率の特例が定められま
した。これを受け、西郷村税条例、福島県税条例
を改正し、村民税・県民税の均等割税率を引き上
げることとなりました。
②特例の内容

・村民税均等割…村民税均等割の標準税率（現行３，
０００円）について、５００円を加算した額

・県民税均等割…県民税均等割の標準税率（現行２，
０００円）について、　５００円を加算した額

・特例の期間…平成 26 年度から平成 35 年度まで
の 10 年間

均等割 現 行（ 平 成 25 年
度まで）

特例期間（平成 26 年度か
ら平成 35 年度まで）

村民税 ３，０００円 ３，５００円

県民税 ２，０００円 ２，５００円

合 　計 ５，０００円 ６，０００円

■問合せ　税務課（賦課係）　☎ 25-1113 ■問合せ　企画財政課（企画情報係）　☎ 25-2943

●
第
１
次
試
験　
４
月
27
日
㈰

【
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　
　

４
月
９
日
㈬
９
時
～

　
　
　
　

21
日
㈪〔
受
信
有
効
〕

●
第
１
次
試
験　
６
月
15
日
㈰

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験

資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
２
２
︱
２
２
１
︱
２
０
２
２

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/ 

　
　

saiyo.htm

平
成
26
年
度
東
北
地

区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験

●
受
付
期
間　

　

４
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

※
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人

◎
西
郷
村
に
寄
附
さ
れ
た
方
々

　
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
酒
井　

正
子
さ
ん【
う
つ
ぎ
窪
】

　
（
２
月
６
日
、
文
化
振
興
の

　

た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
絵
画
一
点

▼
菊
地　

和
男
さ
ん
【
向
原
】

　
（
２
月
12
日
、
故
菊
地
次
枝

　

氏
の
遺
志
と
し
て
村
政
発
展

　

の
た
め
に
）

　
　
　
　  

三○

〇
、〇
〇
〇
円

▼
信
越
半
導
体
㈱
白
河
工
場

　

取
締
役
工
場
長　

　

杉
井　

憲
二
氏

　
（
２
月
17
日
、
新
白
河
駅
西
口

　

駅
前
広
場
改
修
工
事
完
成
に

　

伴
い
、
利
用
者
へ
の
憩
い
の

　

場
所
提
供
お
よ
び
美
化
運
動

　

の
一
環
の
た
め
に
）　　
　

　
　

西
洋
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

　
　
　
　
　
　

樹
木
等　

一
式

 
 

 

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
受
験

申
込
画
面
か
ら
お
申
込
み
願

い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験　
５
月
18
日
㈰

●
場
所　

　

弘
前
市
、
盛
岡
市
、
仙
台
市
、

　

秋
田
市
、
山
形
市
、
福
島
市

　
（
受
験
に
便
利
な
１
都
市
を

　

選
ん
で
く
だ
さ
い
）

●
受
験
資
格

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
者

●
試
験
区
分

　
【
事
務
系
区
分
】

　
　

事
務
、
図
書

　
【
技
術
系
区
分
】

　
　

電
気
、機
械
、土
木
、建
築
、

　
　

電
子
・
情
報
、
農
学
な
ど

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　

採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２
︱
２
１
７
︱
５
６
７
６

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
９
時

　

～
17
時
）

　

http://www.bureau.tohoku.　

　
　

 ac.jp/shiken/

　村では、皆さんの生活に
必要な行政情報や暮らしに
役立つ情報を１冊にまとめ
た「暮らしのガイドブック
＆タウンマップ」を発行し
ました。
　暮らしのガイドブックは、
( 株 ) ゼンリンと協働で発行

したもので、行政情報のほか、( 株 ) ゼンリンが作
製する西郷村のタウンマップが掲載されています。
　作製に係る費用は広告収入で賄われております。
ご協力いただいた事業所等の皆さまには厚く御礼申
し上げます。
　なお、暮らしのガイドブックは、平成 26 年４月
号の広報誌と一緒に各世帯へ配布しております。
　新しく転入された方や、お手元に届いていない方
には、役場、行政サービスセンター（イオン白河西
郷店２階）で無償にて配布しておりますので、ぜひ、
お求めいただきご活用ください。

  休日当番医

「西郷村暮らしのガイド
ブック＆タウンマップ」配布

個人住民税
均等割税率の改正



23　Ｈ２６．　４．　１ 広報にしごう No.520　22

４月の休館日
１日（火）・２日（水）
・７日（月）・１４日（月）
・２１日（月）・２８日（月）

よモーくん

Ｑ
西
郷
村
を
選
ん
だ
理
由
は
？

Ａ
父
が
こ
の
子
安
森
を
大
変
気

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
立
地
と

し
て
も
新
幹
線
の
駅
が
近
い
の

と
地
下
岩
盤
で
那
須
連
峰
の
伏

流
水
が
良
い
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
。
製
あ
ん
に
水
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
し
、
た
く
さ
ん
使
い

ま
す
。
地
下
水
は
夏
も
冬
も
温

度
が
一
定
で
す
か
ら
。
温
く
な

る
水
は
だ
め
で
す
ね
。
こ
の
地

は
ラ
ー
メ
ン
と
か
が
お
い
し
い

と
言
わ
れ
る
の
は
や
は
り
水
が

良
い
か
ら
で
す
ね
。

Ｑ
小
さ
い
こ
ろ
の
夢
は
？

Ａ
小
学
校
は
合
唱
部
で
、
中
学

校
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校
の

時
は
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
の
時
代
で

も
あ
っ
た
の
で
バ
ン
ド
に
夢
中

に
な
り
ボ
ー
カ
ル
を
し
て
い
ま

し
た
。
バ
ス
ケ
の
選
手
に
な
り

た
い
と
か
歌
手
に
な
り
た
い
と

い
う
の
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

や
は
り
家
業
で
あ
る
お
菓
子
屋

の
長
男
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん

で
す
か
ね
。
た
だ
両
親
か
ら
後

を
継
ぎ
な
さ
い
と
か
は
言
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

Ｑ
好
き
な
こ
と
ば
、
座
右
の
銘

は
？

Ａ
『
受
け
た
恩
は
石
に
刻
み
、

か
け
た
情
け
は
水
に
流
せ
』
で

す
。
商
売
も
そ
う
で
す
が
い
ろ

ん
な
活
動
を
す
る
の
に
も
た
く

さ
ん
の
方
に
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
人
か
ら
受
け
た
も
の
は

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
信
条

で
す
。
祖
母
は
大
黒
屋
の
歴
史

み
た
い
な
人
で
し
た
ね
。
母
も

そ
う
で
す
が
地
域
の
た
め
に
何

か
役
に
立
つ
こ
と
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
こ
の
店
の
一
角
に
お

茶
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
え
た
の
も

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と

し
て
何
か
地
域
に
返
し
た
い
と

い
う
の
が
考
え
で
、
せ
め
て
お

茶
で
も
出
し
ま
し
ょ
う
と
い
う

感
覚
で
す
。
地
域
に
返
せ
る
ス

ペ
ー
ス
で
す
ね
。

Ｑ
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ
映
画
の
上
映
企
画
、
乗
馬
、

旅
行
、
温
泉
と
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
昔
あ
っ
た
映
画
館
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
寂

 わが村の社長さんに聞く !!
第 11 回

○所在地：
　（新白河店）豊作東 11 番地
　℡ 0248-22-5788　   
○事業内容：菓子製造、販売
○本店所在地：白河市中町 44-3

です。大豆を作る農家の方と豆腐を作る豆腐屋さん、そのおからを加工
してドーナツにするお菓子屋の『愛』が詰まった１個 130 円の品です。
予約販売となっております。

一般書 児童書 絵本

甲斐姫の生涯を、女性作家なら
ではの視点で描く歴史小説。

ルドルフとスノーホワイト
山名美和子｜著

（鳳書院）

甲斐姫物語
斎藤洋｜作　
杉浦範茂｜絵（講談社）

特技は字を書けること。岐阜県
生まれの黒ねこルドルフの物語。

ある日突然、近所にお城が建ちまし
た。中をのぞいてみると・・・

のぶみ｜作
（えほんの社）

おひめさまようちえん

コンビニ収納
保育料・村税等の

が開始されます！
４月 1 日より、本村保育料・村税等を金融機関や行政サービスセンターなどに加えて、
全国のコンビニエンスストアでも納付できるようになります。

バ ー コ ー ド 記 載 が あ

ります！

コンビニ収納できる納付書
コンビニ収納が可能な納付書は以下のとおりです。

・住民税（村県民税）
・軽自動車税
・固定資産税
・国民健康保険税
・介護保険料
・後期高齢者医療保険料
・保育料（まきば保育園、みずほ保育園、
　　　　　川谷保育園、広域入所）

納付できるコンビニ
・セブンイレブン
・ローソン
・ミニストップ
・ファミリーマート
・サークルＫ
・サンクス
・セーブオン
・デイリーヤマザキ
・ヤマザキデイリ－ストア－
・セイコーマート
・エブリワン
・ポプラ

コンビニで納付する場合の
注意点
①次のような納付書は、コンビニでは使用で 
　きません。
　□バーコードが印字されていない納付書
　□１枚の納付額が 30 万円を超える納付書
　□納期限が経過している納付書
　□破損、汚損などによりバーコードが読み
　　取れない納付書
　□金額を訂正した納付書
②納付書はこれまでのように冊子になってお
　らず、　納期限ごとに１枚ずつ分かれて同封
　されています。実際に納付する期別と納期
　限を確認してから納付してください。
③固定資産税の『全期前納』納付書は、バーコー
　ドが印字されていませんので、全期前納で
　納付される方は、金融機関、行政サービス
　センターなどにて納付をお願いいたします。

・ココストア
・セイコーマート
・スリーエフ
・くらしハウス
・コミュニティ・ストア
・スパー北海道
・スリーエイト
・タイエー
・ハセガワストア
・ヤマザキスペシャルパート
　ナーシップ

・ＭＭＫ設置店

今月のお知らせ：新着図書をご紹介します。
　　　　　　　　また、4 月 23 日（水）は文部科学省の定める『子ども読書週間の日』です。 　　　　
　　　　　　　　みんなで読書を楽しみましょう！！　
　　　　　　　　読み聞かせ会は 22 日（火）です。

し
く
て
、
映
画
が
観
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
10
年
前
か
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
西
郷
村
で
好
き
な
と
こ
ろ

は
？

Ａ
「
座
頭
こ
ろ
ば
し
」
か
ら
の

景
色
は
好
き
で
す
ね
。
剣
桂
下

の
阿
武
隈
川
や
元
湯
の
温
泉
も

好
き
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
開
通
前

の
10
年
間
、
南
会
津
の
子
ど
も

達
と
の
交
流
事
業
で
、
歩
い
て

下
郷
か
ら
林
を
抜
け
阿
武
隈
源

流
を
下
り
元
湯
の
温
泉
に
入
っ

た
の
は
感
動
で
し
た
。

Ｑ
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
？

Ａ
今
自
分
の
周
り
で
出
来
る
こ

と
を
楽
し
く
打
ち
込
ん
で
欲
し

い
で
す
。
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
も
村
出
身
の
方
が
多
い
で

す
よ
ね
。
西
郷
村
も
い
ろ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
と
思
い

ま
す
。見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。

そ
し
て
元
気
に
挨
拶
を
し
、
両

親
を
大
切
に
し
て
友
人
に
優
し

く
と
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当

た
り
前
に
で
き
る
自
分
で
い
れ

ば
素
敵
な
人
に
な
れ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。

  創業明治 40 年

  株式会社大黒屋
  代表取締役 古川雅裕氏

 ☆村特産品『愛ドーナツ』☆
在来の無農薬大豆を使用し油で
揚げず焼いているのがヘルシー

便利になります！

■問合せ
　税務課（収納係）　　　☎ 25-1113
　福祉課（児童福祉係）　☎ 25-1509



人口と世帯数（3 月 1 日現在）人口 19,975 人（前月比 -5）男 10,015 人（+4）女 9,960 人（-9）世帯数 7,637 戸（-5）

日 月 火 水 木 金 土
1
村内小中学校教職
員合同着任式

（15:30 文化センター）
西郷村消防団辞令
交付式

（19:00 村民体育会）

2
みずほ保育園

「入園式」
（10:00 みずほ保育園）
まきば保育園

「入園式」
（10:00 まきば保育園）

3 4        
西郷村赤十字奉仕
団総会

（9:30 高齢者生活支援
センター）

5
川谷保育園

「入園式」
（10:00 川谷保育園）

6 7
村内各小中学校入
学式

（各小中学校）

8
村立西郷幼稚園

「入園式」
（10:00 村立西郷幼稚園）

9
新年度行政区長会

（10:00 文化センター）

10
心配ごと相談会

（13:00 高齢者生活支援
センター）

11
校長園長会議

（9:00 文化センター）
１歳６カ月児健康
診査

（12:50 保健福祉センター）

12

13
西郷村体育協会総
合開会式

（9:00 村民体育会）

14
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）
行政相談所

（13:30 文化センター）

15
寿学級①「開講式
と講話」

（10:00 アクティブ
センター）

16
６～７カ月児健康相談

（9:30 保健福祉センター）
西郷村民生児童委員
協議会定例会

（13:30 高齢者生活支援
センター）

17
マサイ族と出会おう

（10:00 川谷保育園）

18 19
第 10 回源流の郷観
桜健康ウォーキング

（9:00 太陽の国周辺）
西郷さくら祭り

（10:00 太陽の国）

20 21 22 23
赤ちゃんとママの
ふれあいひろば

（10:00 保健福祉センター）
歯科クリニック

（13:00 幼児 ,13:45 ６歳児 
保健福祉センター）
文化協会総会

（13:30 文化センター）

24
避難訓練

（10:00 みずほ保育園）
交通教室

（10:00 村立西郷幼稚園）
西郷単位制総合大学

「入学式」
（14:00 文化センター）

25
３歳児健康診査

（12:50 保健福祉センター）
心配ごと特別相談会

（13:10 高齢者生活支援
センター）

26

27 28
お誕生会

（10:00 みずほ保育園）
母子手帳の交付

（13:00 保健福祉センター）

29昭和の日
献血バス来村

（10:00 イオン白河
西郷店）

30
誕生会

（9:30 川谷保育園）

2014 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
3歳児健康診査に来ていた（2/21）

　　　　　　　元気はつらつな子どもたちです。

※住民基本台帳に基づく人口と世帯数です。

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
。

※行事日程等が変更になる場合もありますので、ご了承ください。
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先
月
の
大
雪
の
中
、
キ
ジ
が
食

料
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
て
い
る
姿

を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。
除
雪
で

必
死
で
し
た
が
、
キ
ジ
も
必
死
で

し
た
。
な
ぜ
か
村
内
で
出
会
う
キ

ジ
に
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
今
月
は
４
月
号
と
い
う
こ

と
で
、
き
り
が
い
い
の
で
広
報
誌

の
文
字
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
て
み

ま
し
た
。
決
し
て
、
つ
ぶ
や
き
の

文
字
数
を
減
ら
す
た
め
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
で
も
読
み
や
す
く

す
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
ま
し
た
。「
で
き
る
こ

と
か
ら
」
と
簡
単
に
考
え
ま
し
た

が
、
原
稿
が
で
き
て
か
ら
文
字
の

サ
イ
ズ
を
変
更
し
た
た
め
、
文
字

が
ペ
ー
ジ
の
外
に
あ
ふ
れ
て
い
き

ま
す
。
な
ん
と
か
収
め
よ
う
と
し

ま
す
が
、
自
分
の
段
取
り
の
悪
さ

に
呆
然
と
し
ま
し
た
。

　
「
最
初
に
サ
イ
ズ
設
定
し
と
け

ば
い
い
も
の
を
」「
思
い
つ
き
で

や
る
も
の
で
は
な
い
」
と
も
う
一

人
の
自
分
か
ら
の
悪
魔
の
さ
さ
や

き
と
、
ま
わ
り
か
ら
の
「
来
月
号

か
ら
に
す
れ
ば
？
」
と
い
う
甘
い

さ
さ
や
き
に
耐
え
、
な
ん
と
か
ギ

リ
ギ
リ
で
間
に
合
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
出
来
上
が
っ
た

今
月
号
で
す
が
、
や
は
り
恐
る
恐

る
発
行
し
ま
す
。
毎
月「
完
璧
！
」

と
言
え
れ
ば
い
い
で
す
が
、
い
ま

だ
か
つ
て
そ
ん
な
月
は
あ
り
ま
せ

ん
。


